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イチゴ長期株冷蔵栽培の温度制御育苗法
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1は し が き

2反復で行った。温度制御育苗区は10月 29日 にハウス内に
表2 入庫時の苗資 (2月 2日 )

仮植し,ビニール被覆は11月 7日 ,昼夜温を5℃以上,25
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表 3 時期別収量及び収穫期間
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注 商品果は 6夕 以上の正常果

中苗区,小苗区と露地育苗の中苗区の 4区で行った。採苗

時期は昭和57年 8月 19日 ,温度制御期間は11月 10日から12

現在 ,宮城県で栽培されているイチゴの作型の中心はダ  月28日まで行った。掘上げ入庫は昭和58年 2月 2日 ,定植
ナーの短期株冷蔵半促成栽培であるが,消費の動向と労働  は 9月 22日であった。栽植距離はベット幅110昴 ,条間25
カの配分の適正化に対応するため「宝交早生」を主とした  ",株間20昴 ,4条植えと′当たり薪植株数は888株であっ
長期株冷蔵制栽培が一部導入されている。しかし,「宝交早  た。本圃施肥量はα当たりN,305"K20と も各 15″ と
生」は果実が軟らかく長距離輸送に耐えられない場合がある。  した。試験区は 1区20株 2反復で行った。
そこで,果実の硬い品種として知られている「盛岡16号 J

による長期株冷蔵抑制作型を確立する目的で,果重型であ
3 結果及び考察

る同品種を果数型化するため温度制御育苗について昭年57  (1)試験 1 温度制御育苗
～58年度に検討したので,その結果について報告する。

2試 験 方 法

(1)試験 1 温度制御育苗  (昭和57年度 )
「盛岡16号」,「宝交早生Jの 2品種を供試し,試験区は

温 度 制 御 百 苗 区 と 露 地 育 苗 区 の 2区 を も う け , 1区 16株 の    ・
D饉 皮制御開始期  "温 度制御終 r )冷 蔵開始

℃以下に管理するためポリトンネル■保温マットで11月 14

日からlZ月 25まで保温した。採苗時期は昭和56年 8月 23日 ,

掘上げ入庫時期は昭和57年 2月 19日 で-1± 05℃で冷蔵
した。定植は,月 20日であった。栽値距離はベット幅70",

条間,株間各20",2条植えとした。本圃施肥量は 2当た

りN-10り ,L05-125″,K20~10″ とした。     温度制御育苗区の入庫時までの5℃以下積算時間は,表 1
0)試験 2 温度制御育苗時の苗質と収量 (昭和58年度) のとおり,露地の55.3%の 7611時間であり,花芽分化温
「盛岡16号」を用い,試験区は温度制御育苗の大苗区,  度帯時間割合も露地の341%に対し,67_4%と増加した。

表 l 帯域別温度積難 問
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入庫時の苗質は表 2のとおり,温度制御育苗区と露地育

苗区との差は苗重で,4～ 110′ ,根重で80～ 84夕 ,

側芽数で0.8～ 16個であった。不時出雷株は温度制御育

苗区に見られ,特に「宝交早生」は899%と 多かった。

収量構成及び収穫期間を表 3に示した。一季収穫は11月

1日 ～12月 10日 までで,収穫開始期は処理間,品種間で差

は見られなかった。′当たり換算収量は「宝交早生Jで は

露地育苗と温度制御育苗は,ほぼ同等の71″であったのに

対し,「盛岡16号」は温度制御育苗が露地育苗より10″ほど

勝った。二季収穫は「宝交早生 Jが 4月 11日 から,「盛岡16

号Jが 5月 2日から両品種とも7月 18日 まで収穫した。収

量は「宝交早生J,「盛岡16号 Jと も温度制御育苗区が勝った。

また,株当たり収穫果数は,露地育苗に比べ温度制御育

苗で「宝交早生Jが 147個 ,「盛岡16号 Jが 155個の増加 と

なった。果実品質は表 4の とおりで「盛岡16号」の果実硬

度は「宝交早生」より高かった。

表5 生  育

注 1凛 和57年 12月 10日調査。
糖度はアタゴ手持屈折糖度計糖業用NI型 .硬度
は木屋製ユニーバーサルハードネスメーターを使用
した。

(" 試験 2 温度制御晴苗時の苗質と収量
試験 1の結果,温度制御育苗により,果数が増加し多収

に結びつくことが認められた。特に「盛岡16号 Jの一季収

穫で効果が顕著であったので,昭和58年度は温度制御育苗

時の苗質と収量について検討した。

温度制御育苗は,10月 29日 にパイプハウス内に仮植した。

仮植時の生育は表 5の とおり,大苗が263′ ,中苗が209

夕,小苗が84夕 であった。収量構成及び収穫期間は表 6
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表 6 収量構成及び収穫期間

表 4 果実品質
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のとおりで,一季収穫始期は温度制御育苗区では,苗の大

小に力勁 わヽらずH月 5日 ,露地育由区は■月14日 であった。

収穫打切りの12月 24日 までのα当たり換算収量は温度制御

育苗の大苗区,中苗区が872″ と最も多く,次いで露地育

苗区,温度制御育苗の小苗区の順であった。商品果率は温

度制御育苗,中苗区が950%と最も高くなった。また,二

季収穫期の生育は過繁茂状態となり収量も上がらなかった。

これは当年の異常低温のため,二季取り用の再保温が不十

分であったためと思われる。

4 ま  と  め

果重型品種の「盛岡16号」は温度制御育苗により果数が

増加し不時出雷も少なく,苗質も良くなり多収に結びつく
ことが認められた。特に一季での収量増が顕著であった。

苗質では,中苗(苗重20夕 前後)以上で効果が大きく,
有効な育苗方法と思われる。
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